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人体の内外表面形状すべてをリアルタイム計測するシステム～表情筋の動き
計測から腸内壁の形状取得まで～
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人体の生命機能の解明のため、これまで、Ｘ線
診断やＭＲＩなど多くの計測手法が開発されてき
たが、近年、３次元情報が注目されている。例
えば、筋肉の動きや、胃腸内壁の凹凸が計測で
きれば、医療検査や診断の重要な判断材料とな
る。このため、動きのある人体の高精度な3次
元形状計測手法が求められている。

人体の超ハイスピード3次元計測
人体形状の超高速度計測を行い、微小な生体信号で
ある呼吸及び心臓拍動の分離抽出を実現した。本手法
は人体表面の3次元形状に基づくため、心臓拍動の位
相変化など過去に計測できなかった情報を非接触で取
得を可能とし、新しい診断への利用が期待される。

内視鏡用ワンショット形状計測システムの開発
人体内部の高精度3次元スキャンを目的として、消化器
官用内視鏡用3次元形状計測システムの開発を行っ
た。汎用の消化器官用内視鏡の先端部に組み込まれた
超小型パターンプロジェクタから投影されるグリッドパター
ンを内視鏡画像として取得し、解析することで消化器官
の形状復元を実現する。

動く人物の全周形状計測手法の開発
観測対象の周りに複数台のカメラとプロジェクタを配置
することで、動物体の全周形状計測を行うための手法を
開発した。高精度で高速に動く人物の密な表面形状計
測は、スポーツ科学に新しいデータを提供する。

本研究では、人体内外の形や動きの情報を計測
する手法として、〔１〕微小変化を観測可能な超
ハイスピード計測、〔２〕内臓の形状獲得のため
の内視鏡一体システムの設計、〔３〕遠隔医療
のための人物動作の３次元データ取得・伝送シ
ステムの研究開発を行い、その応用・解析手法
の開発を目指す。
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超高速な人体形状計測は、運動や表情の解
析など新しい生命機能の解明につながること
が期待される。内視鏡による超小型計測は、
信頼性の高い内視鏡手術や腫瘍発見など

医学の革新的発展に貢献しうる。また、人物
動作の３次元計測は、来たる高齢化社会に
必要な、遠隔手術や在宅診断など新医療シ
ステムの実現に必須である。
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心臓拍動の可視化の様子
全周3次元形状計測例
（協力：鹿屋体大）

内視鏡用ワンショット形状計測システムの概要


